
高等教育で身につけるべき力-1�
�
「主体的に変化に対応し得る幅広い視野や総合的な判断力と豊かな創造
性を持つ人材の養成」・・・（1997大学審：高等教育の一層の改善に
ついて）�
�
「主体的に変化に対応し、自ら将来の課題を探求し、その課題に対して
幅広い視野から柔軟かつ総合的な判断を下すことのできる力＝課題探求
能力」・・・（1998大学審：21世紀の大学像と今後の改革方策につい
て）�
�
「地球規模の視野、歴史的な視点、多元的な視点（グローバル化対応）、
正確な理解力と的確な判断力（科学・技術の進展対応）」・・・
（2002中教審：新しい時代における教養教育の在り方）�
�
「専攻分野についての専門性、幅広い教養、高い公共性と倫理性を身に
つけ、時代の変化に合わせて積極的に社会を支え、社会を改善していく
資質（知識基盤社会対応）」・・・2005中教審：我が国の高等教育の
将来像→本学の総合的教養教育のベースとなった答申）�

第５回共通教育再編WG（R3.	12.27）資料　　　　座長：奥田一雄による作成	



オンライン時代のデータサイエンス教育：K OKUDA�

高等教育で身につけるべき力-2�
�
「学士力＝知識・理解、汎用的技能、態度・志向性、統合的な学習経験と創
造的思考力」・・・（2008中教審：学士課程教育の構築に向けて）�
�
「学士力の要素を持つ人材＋層の厚いグローバル人材育成→我が国の歴史や
文化に関する知識や認識、多元的な文化の受容性を有し、批判的・合理的思
考力、社会的責任を担い得る倫理的・社会的能力、総合的な学習に基づく創
造力・構想力、想定外の困難に際して的確な判断ができる教養、知識、経験
を含む汎用的能力」・・・（2012中教審：新たな未来を築くための大学教
育の質的転換に向けて〜主体的に考える力を育成する大学へ〜）�
�
「知識を基盤とした自立・協働・創造の社会の実現に向けてその中で生き抜
く力→「生きる力」（生涯にわたって学び続け、主体的に考え、どのような
状況にも対応できる課題探求能力を有する多様な人材を育成する」・・・
（2013中教審：第２期教育振興基本計画）�
�
「課題発見・探求能力、実行力などを含む『社会人基礎力』や『基礎的・汎
用的能力』などの社会人として必要な能力を有する人材を育成する」・・・
（2013教育再生実行会議：これからの大学教育等の在り方について）�
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高等教育で身につけるべき力-3�
�
「生きる力を構成する豊かな人間性、健康・体力、確かな学力」・・・
（2014中教審：新しい時代にふさわしい高大接続の実現にむけた高等学校
教育、大学教育、大学入学者選抜の一体的改革について）�
�
「主体的に課題を発見し、解決に導く力、志、リーダーシップ；創造性、
チャレンジ精神、忍耐力、自己肯定感；感性、思いやり、コミュニケーショ
ン能力、多様性を受容する力」・・・（2015教育再生実行会議：これからの
時代に求められる資質・能力とそれを培う教育、教師のありかたについて）�
�
「AI・IoT・ビッグデータ等の産業構造の改革を促す情報技術を基盤とした
人材の育成」・・・（2018中教審：第3期教育振興基本計画）�
�
「読み書き・対話する力；科学的・数理学的素養；文理双方の学修とAIに関
する素養の修得」・・・（2018文科省TF：Society5.0に向けた人材育成）�
�
「文系・理系の垣根なく全ての学生がAI・数理・データサイエンスの基本的
な素養を身につけ、新たな価値を創造する能力を育成する」・・・（2019
教育再生実行会議：技術の進展に応じた教育の改革）→AI戦略2019�
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社会から求められている能力�
�
�
〇 人間力（内閣府2003年）�
�
〇 就職基礎能力（厚生労働省2004年）�
�
〇 社会人基礎力（経済産業省2006年）�
�
〇 学士力（中教審2008年）�
�
〇 基礎的・汎用的能力（中教審2011年）�
�
〇 AI・数理データサイエンスの素養（文科省2018）�
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高知大学の教育：K OKUDA�

３．大学教育の目標�職場や地域社会で多様な人々と仕事をしていくために必要な基礎的な力を
「社会人基礎力(＝３つの能力・1２の能力要素）」として定義。 

8 

意見の違いや立場の違いを理解する力 

自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力 

主体性 
物事に進んで取り組む力 

働きかけ力 

他人に働きかけ巻き込む力 

実行力 
目的を設定し確実に行動する力 

創造力 

課題発見力 

新しい価値を生み出す力 

現状を分析し目的や課題を
明らかにする力 

課題の解決に向けたプロセ
スを明らかにし準備する力 

計画力 

前に踏み出す力　（アクション） 
～一歩前に踏み出し、失敗しても粘り強く取り
組む力～ 

考え抜く力　（シンキング） 

～疑問を持ち、考え抜く力～ 

チームで働く力（チームワーク） ～多様な人々とともに、目標に向けて協力する力～ 
発信力 自分の意見をわかりやすく伝える力 

傾聴力 相手の意見を丁寧に聴く力 

柔軟性 

情況把握力 

規律性 社会のルールや人との約束を守る力 

ストレスの発生源に対応する力 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 



高知大学の教育：K OKUDA�

〇 学士力（卒業時に身につけている資質・能力）�



キャリア教育における「基礎的・汎用的能力」

「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について（第二次審議経過報告）」より

Ⅱ 学校教育をめぐる課題とキャリア教育・職業教育の基本的方向性

３．キャリア教育・職業教育の方向性を考える上での視点

（３）社会的・職業的自立、社会・職業への円滑な以降に必要な力を明らかにする

③ 基礎的・汎用的能力の内容

○ 基礎的・汎用的能力の具体的内容については、「仕事に就くこと」に焦点を当て、実際の行動として表れるという観点から、「人間関係形成・社会形成能力」

「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「キャリアプランニング能力」の４つの能力に整理した。

○ これらの能力は、包括的な能力概念であり、必要な要素をできる限り分かりやすく提示するという観点でまとめたものである。この４つの能力は、それぞれ

が独立したものではなく、相互に関連・依存した関係にある。このため、特に順序があるものではなく、また、これらの能力をすべての者が同じ程度あるい

は均一に身に付けることを求めるものではない。

○ これらの能力をどのようなまとまりで、どの程度身に付けさせるのかは、学校や地域の特色、専攻分野の特性や子ども・若者の発達段階によって異なると考

えられる。各学校においては、この４つの能力を参考にしつつ、それぞれの課題を踏まえて具体の能力を設定し、工夫された教育を通じて達成していただき

たいと考えている。その際、初等中等教育の学校では、新しい学習指導要領を踏まえて育成されるべきである。

◇ 人間関係形成・社会形成能力 ◇ 自己理解・自己管理能力 ◇ 課題対応能力 ◇ キャリアプランニング能力

多様な他者の考えや立場を理解し、

相手の意見を聴いて自分の考えを正確

に伝えることができるとともに、自分

の置かれている状況を受け止め、役割

を果たしつつ他者と協力・協働して社

会に参画し、今後の社会を積極的に形

成することができる力

自分が「できること」「意義を感じる

こと」「したいこと」について、社会と

の相互関係を保ちつつ、今後の自分自

身の可能性を含めた肯定的な理解に基

づき主体的に行動すると同時に、自ら

の思考や感情を律し、かつ、今後の成

長のために進んで学ぼうとする力

仕事をする上での様々な課題を発

見・分析し、適切な計画を立ててその

課題を処理し、解決することができる

力

「働くこと」を担う意義を理解し、

自らが果たすべき様々な立場や役割と

の関連を踏まえて「働くこと」を位置

付け、多様な生き方に関する様々な情

報を適切に取捨選択・活用しながら、

自ら主体的に判断してキャリアを形成

していく力

具体的な要素（例） 具体的な要素（例） 具体的な要素（例） 具体的な要素（例）

他者の個性を理解する力、他者に働

きかける力、コミュニケーション・ス

キル、チームワーク、リーダーシップ

など

自己の役割の理解、前向きに考える

力、自己の動機付け、忍耐力、ストレ

スマネジメント、主体的行動など

情報の理解・選択・処理等、本質の

理解、原因の追究、課題発見、計画立

案、実行力、評価・改善など

学ぶこと・働くことの意義や役割の

理解、多様性の理解、将来設計、選択、

行動と改善など

（2011）	

４領域・８能力�
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大学教育の目標�

ディプロマ・ポリシー 
育成する資質・能力の範疇	

具体的な能力	 評価方法	

【知識・理解】	

対課題	

専門分野に関する知識	

　	

GPA	

人類の文化・社会・自然に関する知識	

【思考・判断】	

論理的思考力	  
	

課題探求力	
　	

【技能・表現】	

語学・情報に関するリテラシー	
　	

対人	

表現力	
　	 　	

コミュニケーション力	
ルーブリックによる	

【関心・意欲・態度】	

協働実践力	 学生の自己評価	

対自己	

自律力	
　	 　	

倫理観	
　	 　	

統合・働きかけ	
上記の諸能力を内的に統合し、周囲の文化・社会・自然・人間な

どに外的に働きかけていく能力	
パフォーマンス評価	

高知大学のディプロマ・ポリシーは、「知識・理解」「思考・判断」

「技能・表現」「関心・意欲・態度」の４つの領域（10の能力）と

＋1の能力で定義される。�
�

学生は10の能力を学士

課程全体で身につけ、そ

れらの諸能力が学生自身

の内部で統合され、世の

中に働きかける力（＋1

の能力）を獲得する。�

　10＋1の能力育成�
�
　→総合的教養教育�
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